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第第 114477 回回観観察察会会～～高高山山・・夏夏のの山山岳岳植植物物観観察察会会      

 

高山
たかやま

の原生林を守る会 

会報 第 ９８ 号 

２０１６年 ９月 

  

７月10日（日）に第147回観察会「高山・夏の山岳植物観察会｣が開催されました。1６名の参加者でした。今回は

20 年以上前に林野庁が整備した幕川温泉を起点とした自然観察路をたどり、スカイラインから鳥子平を経由して高

山山頂に至るコースを往復しました。幕川温泉からしばらくはサワグルミを交えた河畔林です。この一帯の豊富な湿

気を反映して林床や岩には多くのコケが着生し、幽玄な雰囲気が漂っていました。原生的な佇まいを見せるブナ、

ミズナラ、コメツガ、オオシラビソの混交林を登り終え、スカイラインに出るとシラビソが植生する高山西面が展望でき

ました。テツカエデやミズキ、オガラバナが群生する自然林を通

過して再びスカイラインに出ると、鳥子平までの車道脇は外来

植物のミニ庭園です。しかし、ササの下にはベニバナイチヤクソ

ウの群落が美しい花冠をのぞかせていました。 

鳥子平ではモウセンゴケやツルコケモモ、ミヤマリンドウなど

の花が見頃を迎えていました。オオシラビソ林中の程よい空間

で賑やかな昼食をすませ、高山山頂に向かいました。要所でハ

クサンシャクナゲやゴゼンタチバナなどの花を観察しながら全

員無事山頂にたどり着きました。山頂では鮮やかな赤と黄色が

まばゆいばかりのイワオトギリの花が夏の日差しを独占していま

した。高山の豊かな自然を満喫できた 1日でした。 
高山西面はシラビソ群落 



 2

高高山山のの会会にに参参加加ししてて  

池田 恵子 

去る７月１０日、初めて高山に登った。登る前は、どんな風景が待っているのか、

道は険しくないのか、期待と不安でいっぱいだった。 

 幕川温泉から歩き始め、小さな板の橋を渡ると、急で狭い登山道だが、周り

にはコケ類を始め、自然の植物が、次から次へと現れた。佐藤代表の説明に、

どれどれと目を見張り、「ワッー、そうなの！」と一つ一つ、感動しながら登っ

た。 

 ブナとミズナラの関係は、まずミズナラが生育し、その後ブナが生育する。い

わば、兄弟の様な関係であると、初めて知った。大きなブナの木は、見事な枝

ぶりだったり、幹にコケが沢山付いていたり、まるで衣をまとっている様だった。

今まで見たブナとは、ひと味もふた味も違った。また、カエデの葉と重なり、グリ

ーンの見事なグラデーションもとても綺麗だった。秋にはどんな紅葉になるの

か、見てみたいと思った。 

 カエデにも種類があって、コミネカエデ、ミネカエデ、ハウチワカエデ、

テツカエデを教えて頂いた。テツカエデには、かんざしの様な花が咲い

ていた。 

 スカイラインの道に出る間際に、ベニバナイチヤク草があった。すると、

道沿いの竹やぶに赤いピンクのイチヤク草が群生しており、色を添えて

いた。 

 さらに登ると、針葉樹のしっかりとした緑が現れた。シラビソとオオシラ

ビソと言う名前も初めて知った。頂上でシラビソに触った。マツ科と聞い

ていたので、チクチクするのかと思いきや、その感触はとてもソフトでス

ベスベしていて、まるで絨毯の様だった。 

 歩くのも疲れた頃、鳥小平の池塘が目に飛び込んできた。まさか池

塘あるとは！！ 

池塘の周りには、ワタスゲ、ミヤマリンドウ、モウセンゴケの白い花、緑の

トンボ草、モリアオガエルの卵まであった。高山は、まさに自然の宝庫

なのですね！ 

 楽しいお昼ご飯を終え、頂上を目指した。足元の緑の中にゴゼンタ

チバナの白い花が、疲れを癒してくれた。そして、頂上付近には、ハク

サンシャクナゲが、今が見頃と咲いていた。思いがけずシャクナゲを見

ることが出来て、うれしかった。 

頂上で一休み。頂上に着いた安堵感と空気が疲れを癒してくれた。 

 スカイラインの道路沿いに、マーガレットとみやこ草が花壇の様に咲いていた。６月２８日から７月５日、スイス

旅行に行ってきた。スイスにも咲いていたと思い、世界は繋がっているのだと感じた。 

 仕事で、寝不足の体をどうしたものかと心配だったが、説明を受けながら、感動し

ながら、皆様と一緒に歩けた事に感謝致します。 ありがとうございました。 

  

 

岩上のコケ床 

聳え立つブナ 

 
観察路整備の経過説明に聞き入る 

ベニバナイチヤクソウ モウセンゴケ フランスギクとセイヨウミヤコグサ 
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高高山山観観察察会会にに参参加加ししてて    
細細井井睦睦子子 

 

 観察会への参加は昨年の北霊山が初めてで、吾妻山の隣三角の山、会

の由来と共にその時初めて高山を知りました。 
 そして今回、高山どうします？伊藤さんからの電話、自分の足で登っ

て下るのは無理、今回はやめます。蓬葉からもよ～く見える高山、とん

でもない。 
 大丈夫観察しながらで、ほらね、そして時間内に帰れそうに無いので

頂上には行かないと思うよ。いつも自分の想像とかけ離れた現実が待っ

ていて、それを消してしまう程の楽しさが待っている事を知ってしまっ

た私は、即決「行きたい」でした。 
 楽しい山の食堂のご馳走をいただき、長靴でなく登山靴で良かったの

かな？今日は滑るぞと思って居ると、もうひと踏ん張りです、の一言。

私の小さな心臓はバクバク、違う頂上なんて、残って帰って来るのを待

ってますなんて、熊の居る山では言えないし。 
 止まっての観察もソワソワ。シラビソとオオシラビソ。モミの木とカ

ヤの木の違いをやっと覚えた所なのにと思いつつ、やっと頂上へ。 
ご褒美のチョコレートの美味しかった事。帰りの心配まで溶けてしまっ

たようでした。多めの休息と靴の紐を締めなおしてもらっての帰りは、

周りを見る余裕は無かったけれど、意外と帰路を楽しんでいる自分がい

ました。 
 今回は沢山の花に出えたのですが、心に残っているのは、今日起こる事を

何も考えて居なかつた時に見たツタウルシ、ヤマウルシ、秋とは別の顔で触

ってはいけない事。帰りの下りだけ向いて目に入って来た花の様で花でない、

ゴゼンタチバナ、そして行きと帰りに気になった、太くて大きなウバユリで

した。 
 こんな私ですが、これからもよろしくお願致します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥子平湿原 

昼食タイム 

シラビソ 

 
ハクサンシャクナゲ 

 
ゴゼンタチバナ 
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       自自然然がが、、そそししてて人人間間もも、、変変わわりりゆゆくく中中でで・・・・・・   別所 智春 
 
◆あのときは・・・浜通りの空は青く、よく晴れていた。気持ちに余裕がなかったのか、あとは冬枯れの景色ぐらいしか

思い出せないが、燃料半分の車で、会津までは行けるだろうと家を出た。 

かみさんが勤務先の病院から電話をくれたのは、水素爆発からすでに五日経ってのことで、通りに出ると、すぐ近

くの病院の前には自衛隊のバスやジープなど数台が並んでいて映画を見ているような光景だった。心配とか不安と

かは頭になく、すでに大移動の終わったガラすき道路を走り、ともかく会津に着いた。三月末の会津、東山では雪

解けが始まった道路わきにフキノトウが顔を出していた。投げ釣りをした砂浜、堤防もえぐられてしまった光景に息子

の目はウルル 

 

◆我が家へ・・・避難はしたものの、留守にした家が気がかりで満タン給油を機に原町へ戻る。小雪ちらつく会津か

ら、季節はいつか春の息吹きに変わり、庭の手入れから、地震でずれた屋根瓦直しや防犯用センサーライトを取り

付けたりしたが、店が開いてないので買い物するためには何度も相馬に出かけた。 一段落して情報収集にと市役

所に行ったら、地元住民が避難しているなか、全国からボランテアが応援に駆けつけてる現状を目の当たりにし、す

でに支援物資のボランテアをしていた山仲間と共に、相馬までしか来ない宅配便受け取りを一カ月ほど続けた。そ

の後、テレビでしか見ていない沿岸部の状況を「自分の目で見ておけ」と言っておいた東京の息子が、会社から特

別休暇を貰ったと帰省したので、南は浪江・請戸地区(原発から８キロ)北は仙台空港まで、写真を撮りながら見てま

わった。基礎だけの住居跡、防風林の松林は消え、子供のころ。 

 

◆国見山へ・・・翌年、生涯学習センターで線量計の貸し出しを始めた

ので登山口の高倉ダムに向かった。モニタリングポストがあり、当時は

２．３μＳＶを表示していた。更に奥に向かい、農林課の許可を得てき

たので通行止めチェーンの鍵を外し 

横川ダムに通じる国見山林道に入る。林道のほぼ中間で、国見山の

沢コース登山道と交叉する。携帯線量計で８μＳＶほど。 

地表面の落ち葉の上では１０μＳＶを示した。昨年の測定では 

空間２μＳＶほどになっている。国見山頂で０．８μＳＶ。 

林道わきや登山コースはイノシシにかなり荒らされていた。          国見山より望む  中央は原町火発 

 

◆消えゆく緑・・・何度か国見山に向かうのはトウホクサンショウウオの棲息地があるからで、線量測定は農林課に報

告したいためである。沢にいるハコネサンショウウオについては特に心配はないが、水の少ないクロサンショウウオ

の産卵地があぶないことになっている。それは除染によって表土を数センチはぎ取ることで補充土が必要になり、小

高い山や斜面が削られている。平地になり、山砂が沢を塞ぐ。林が消えて幼生、成体共棲息に影響がでてしまうの

で自然の早い復元力に期待するばかりである。 

 山だけではない。除染で屋敷林(いぐね)が伐られているし、作業のついでに庭木を切る人も多い。南相馬に限ら

ず建築ラッシュで整地が進み、とりわけ復興住宅候補地では規模が大きく、街中からかなりの緑が消えている。今年

の春、我が家の近くでチェーンソウの音が響き、何事かと見に行くと湧

水地の松林が伐られていた。市に 

保護を求めていたハンノキ数本も切られてしまった。水路は国有で市

が管理だが、自然保護課のない南相馬。農林課、土木、 

都市計画などに保全を求めたが、理解を示したのは、松枯れが進ん

での処置で宅地の予定はない、と言った地主でした。 

 

◆放射能なんか・・・小幡さんの花粉症の記事を読んで、荒れ地が増

えたせいなのか、私も震災後に夏限定だがカモガヤなどイネ科のアレ

ルギーに。こっちの方が実に厄介なんです。                伐採跡地と湿地。湧水路は右側の光る部分 
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鹿鹿狼狼山山かからら３３４４  ～～アアフフリリカカツツルルススミミレレ～～        小小幡幡  仁仁子子  

  

  スミレの花が好きである。きっかけはやはり「高山の原生林を守る会」の観察会で、スミレには沢山の種類があり、

それぞれに表情が違うことが分かったからだと思う。それまでは、スミレの存在は知っていたが、ひとまとめに「スミレ」

でしかなかった。まず、ルーペを通してみる唇弁の美しい模様に驚いた。ひらひらと波打つ側弁、緩やかなカーブ

を描いて背筋を伸ばす上弁、スミレは作りそのものが美しく愛らしい。小さな芸術作品のようだ。見れば見るほど、神

様はどうしてこのように美しい形や色をスミレに与えたのかと自然の不思議を感じる。 

私の故郷の山である鹿狼山にも１０種類を超えるスミレがある。３月末のアオイスミレの花に始まって、５月のニョイ

スミレの花で終わるまで、スミレの花の季節は続く。鹿狼山に「スミレの女王様」と言われるサクラスミレを見つけたとき

は嬉しかった。スミレは花が終わった後も閉鎖花を付けていたり、葉っぱだけは大きく成長を続けたりしているから、

かなり長い間地面から消えないでいる。そんなことに気が付いたのもずっと後になってからである。 

  一昨年の６月末に秋田駒ヶ岳にタカネスミレを見に行った。高山の火山砂礫地にしっかり根を下ろし、コマクサと

共に大群落をなしていた。そして、砂礫地でない黒土のところにはキバナノコマノツメが咲いていた。一緒に咲いて

いるような場所もあったが、大方は棲み分けができていた。高嶺の花に出会う度、花が自分の適地を知って咲くこと

にも感動を覚える。 

 キバナノコマノツメと言えば、オーストリアのダッハシュタイン山脈を歩いたときも岩陰に楚々として咲いていた。どう

してこんなに遠く離れた地に同じ花が咲いているのかと感動したものだ。また、昨年ピレネー山脈を歩いたときも、こ

のキバナノコマノツメに出会うことができた。本（[日本のスミレ]・いがりまさし）を読んだら「キバナノコマノツメは北極

を中心に地球にグルリと鉢巻きをしたような地域に分布する。日本では北海道から屋久島まで分布し、一定の標高

および緯度以上のところに普通に見られる」とあった。そうか、どんなに遠くても地球の鉢巻きの上だったんだ、と合

点した。 

  アルプス山脈を歩いたときも今まで見たことのない紫色の大きいスミレに出会った。内田一也さんの「スイスアル

プス花図鑑」でビオラ・ケニシアＶｉｏｌａ ｃｅｎｉｓｉａとビオラ・カルカラタＶｉｏｌａ ｃａｌｃａｌａｔａと分かった。名前は各国にそ

れぞれあるし、ドイツ語もフランス語も分からない私は、覚えるなら学名のラテン語で覚えた方が覚えやすいことも分

かった。ラテン語はローマ字読みに近いので、私でも何とか発音でき、言葉になりそうである。しかし、図鑑というの

はありがたいものだ。 

ピレネー山脈でも素敵な水色のスミレに出会った。これはビオ

ラ・コルヌタＶｉｏｒａ ｃｏｒｎｕｔａと分かった。麓の街の本屋に「ピレネ

ー花ガイド」という本があったのである。スペイン語の本で説明書

きは読んでも分からないが、花の写真があり、ラテン語の学名も書

いてあったので、これで名前が分かった。 

さて、下の写真は今年、アフリカに行ったときに熱帯雨林のジャ

ングル中で見たスミレである。まず、スミレの花がまるっきり１本の

ツルの所々から出ていることに驚いた。花の感じはアカネスミレに

似ていて上弁・側弁・唇弁や距もそろい、葉っぱは心形であった。

１本のツルから、おおよそ等間隔に、花１つ葉１枚がセットになっ

て直上していた。地面を四方八方に長く這い、草の上もお構いな

しに這っていた。花と葉がセットになっている部分の下方には小さ

な突起が付いていたから、ここから根を出すものと思われた。ミヤ

マツボスミレなども茎が地表を這い、途中から根を出すらしいが、

私はまだ確認していない。 

「ふ～ん、さすがアフリカだ」と、他にも珍しい花や樹木がいっぱ

いあって、感動の連続だった。街に出たら植物図鑑を買って、こ

のスミレが何という名前なのかを調べようと思った。しかし、動物図

鑑はあったが植物図鑑はなかった。ネットでも検索してみたがまだ

不明である。自分の中で当面はアフリカツルスミレと名付けておこ

うと思う。（2015/08/30 記） 

                                                        

アフリカ・タンザニアの熱帯雨林 
の中で咲いていたスミレ 
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「大震災が教えてくれたもの」（１５）  奥田 博 
待待ちちにに待待っったた！！？？原原発発再再稼稼働働～～変変わわれれなないい日日本本～～  

 福島の事故から４年足らずで川内原発が稼働を開始した。安全保障関連法案に目を奪われた絶妙なタ

イミングをうまく利用したものだ。ドサクサに紛れての再稼働ともいえる。2014 年の都知事選では、小泉純一

郎元総理が、細川護熙元総理を候補にして反原発を訴えた。しかし自民党が応援した舛添要

一現都知事は原発問題を争点にすることを避けて圧勝。そして今夏、マスコミや世間の関心が安

全保障関連法案に向かっている隙に、川内原発を再稼働させた。実に巧妙にしてしたたかな戦

略。国民の７０％は再稼働に反対しているという世論を無視したものだ。もっとも安全保障法案にして

も６０％が反対または拙速と感じていても通す。これが安倍流であることを認識すべきだ。戦争の責任や、明ら

かに人災である原発事故の責任も、当初は問題になっても、やがてうやむやにしてしまう国民性 。

あとは「忘れやすい国民」特性を生かして、ホトボリが冷めたころに選挙をやれば安泰なのだ。 

 福島原発事故を受けて、川内原発には新基準に基づく多くの防止策投資が行われた。新基準をクリア出来て、こ

れは信じがたいが、万が一に事故が起きた場合の住民の避難に関しては、福島原発の事故前と何も変わっていな

い。起きたらどうやって避難させるか、具体性・実現性に乏しい。避難訓練で課題が見えても、それを放置する行政。

世界一厳しい基準、電力需給逼迫、原発は安い、火山噴火予知可能そして万全な避難計画、どれも嘘で固めたと

は元官僚の古賀茂明氏の言。 

 前福島県知事佐藤栄佐久氏の著書『知事抹殺～作られた福島県汚職事件』（原発事故前に出版されたところが

スゴイ）の後に出た『日本劣化の正体』も悲しい面白さがある。その著で最後に二本松生まれの歴史家 朝河貫一

が予見していた日本の姿・政治の姿がある。「原発事故調」の報告書の中で、委員長の黒川清氏は朝河貫一を引

用して次のように書いている。「朝河は、日露戦争に勝利した後の日本国家のありように警鐘を鳴らす著『日本之禍

機』を著し、日露戦争以後に『変われなかった』日本が進んでいくであろう道を正確に予測していた。（今回の原発

事故は）『変われなかった』ことで起きた」。佐藤栄佐久は本著でこう結んでいる。「黒川委員長の指摘に、原子力ム

ラの人たちが正面から向き合うことは、残念ながら、これからも決してないであろう。彼らは安全でない原発を安全だ

と言いくるめてきた人たちである。もともと原子力ムラは、倫理観を喪失した人たちの集まる所である」。 

 佐藤栄佐久氏の有罪決定（賄賂はゼロだったが有罪という前代未聞の判決）を受けて、知事の退職金返還を要

求した県。一方、前佐藤雄平知事は栄佐久知事が停めていた原発を稼働し、しかも危険なプルサーマルまで認可

し、結果深刻な原発事故を招いたが、彼は退職金の返還は求められない。県民が大きな迷惑を被った事故の何と

も腑に落ちない世の中だ。しかし国は憲法違反を承知で法律を通すご時世ですから、何が正しく、何が間違ってい

るかを視る目が求められている。変われない国は、変われない国民が支えている。 

 

原発が事故を起こした日、何も知らされないで給水車に並ぶ人々（左）輸送トラックが福島県に入らずスーパーの棚から食

料品が消えた（右）こんなことを繰り返してはならない。 

  



 7

吾吾妻妻・・安安達達太太良良花花紀紀行行 6622      佐佐藤藤  守守  

  
ヒヒメメイイワワシショョウウブブ（（TTooffiieellddiiaa  ookkuubbooii  チチシシママゼゼキキシショョウウ科科チチシシママゼゼキキシショョウウ属属））  

亜高山帯の湿地帯と砂礫地に植生する多年草。日本固有種である。安

達太良山域には植生せず吾妻連峰の限られた山域に分布する。イワショウ

ブとヒメイワショウブはユリ科チシマゼキショウ属に分類されていたが、DNA

解析に基づく分類体系によりイワショウブはチシマゼキショウ科イワショウブ

属として分けられた。イワショウブは 4倍体で 2倍体のヒメイワショウブと比べ

ると草姿は大型である。イワショウブは吾妻連峰の高層湿原に植生し、植生

地は明らかに離れている。 

葉は根葉と茎葉に分かれる。葉は単面葉で、中肋に沿って表面が折りた

たまれ裏面が外側に現れる。葉の縁には細かい突起がある。 

花は頂性である。根生葉から花茎を伸ばし先端に総状花序を形成する。

小花は１つの苞に１花着生する。これに対しイワショウブは３花咲かせるので

苞に付く花の数を観察することでイワショウブとヒメイワショウブは識別できる。

またイワショウブの花茎部には腺状突起があり粘るが、ヒメイワショウブは突

起が無く滑らかである。花被片は緑白色で6枚、雄ずいも 6個で、葯は黄色

である（イワショウブの葯は赤紫）。雌しべの花柱は緑色で浅く 3 裂する。柱

頭は白色透明である。 

吾妻山の高山植物に興味を持ち 20 年以上、観察を続けているが、縁が

ないのか存在は知っていても花の時期に巡り合うことの無い植物が幾つか

ある。ヒメイワショウブもその一つであった。数年前に、終わりかけた花を着け

たヒメイワショウブを 1 株だけ確認した。その後に越後や蔵王山系でイワショ

ウブの群落に度々遭遇したが、ヒメイワショウブを見かけることは無く、この植

物が高山でも貴重な存在であることを認識した。幸いにして、本年、ようやく

花が咲き揃ったヒメイワショウブの小群落に遭遇することができた。  
  

チチョョウウジジギギクク（（AArrnniiccaa  mmaalllloottooppuuss  キキクク科科ウウササギギギギクク属属））  
亜高山針葉樹林の湿原に点在する潅木帯に植生する多年草。日本固有種である。東吾妻山域と西吾妻山域の

境界付近に隔離分布する。このような局在型の分布の仕方は、吾妻連峰の

植物ではオヤマソバと似ている。分布域が日本海型の植物で会津や飯豊

で確認されているが、安達太良山域では確認できていない。福島県では吾

妻連峰が分布の東限かもしれない。ウサギギク属はキク科キオン族に分類さ

れ他の属とは葉が対生であることで区分されている。舌状花を持つウサギギ

クと舌状花をもたず筒状花のみのチョウジギクの 2 種で構成される。葉が対

生であることを除けば、ウサギギクの外観はチョウジギクとの類似性は全く認

められない。 

葉は対生。1対の対生葉が地際部から 90 度回転しながら数段着生する

（これを上から見ると十字に目えるので十字対生と言います）。葉は長楕円

形。 葉柄は無く葉身基部は鞘状になる、縁には粗い鋸歯がある。葉の両面はざらつく。 

花は頂性。真っ直ぐ伸びた 1本の茎の上部に散房状に長い花柄を分岐しそれぞれの

花柄の先端に頭花を１花着生する。花柄には白く長い毛が密生する。頭花の筒状花は深

い黄色で先端は４裂する。開花すると筒状花の中心から花柱が伸びる。柱頭は透明感の

ある黄色で２つに分かれ反転する。茶褐色の雄ずいが花柱の周りに癒着する。 

かつて、吾妻山系の中に在って、独特の植生を見せる山域があり、集中的に通った時

期があった。目的の花々の撮影に成功し、興味はヒカリゴケに移っていた頃に、予期せず

チョウジギクに遭遇した。開花期はもっと後だろう思い込んでいた。端整に生えそろった白

い毛をまとった花柄の様子が美しくも奇妙で、動物の様でもあり、人工的な装飾玩具のよう

でもある。多くのキク科の植物の中でも決して見間違うことの無い、独特の魅力をもった個

性派である。それ以来、出会うことは無かったが、17 年ぶりに再会することができた。その

時、心がときめいたのは心臓が弱くなったせいだったのだろうか。 

ヒメイワショウブ 

イワショウブ 
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西西吾吾妻妻登登山山道道誘誘導導ロローーププ取取りり外外ししボボラランンテテアア（（NNFF 米米沢沢とと共共同同：：詳詳細細はは佐佐藤藤守守ままでで））  

１．実施日：１０月１７日（土）６時００分～１７時３０分（雨天時１０月１８日に順延） 
２．定員 ：8 名(山岳での行動において自己管理のできる方) 
３．内容 ：デコ平湿原駐車場から湿原を経由して西大巓に登り、西大巓山頂から西吾妻小屋までのロープ取

り外し作業を行います。 
４．集合場所・時間：四季の里正面入り口駐車場  ６時００分 
５．参加費 ：0 円 
６. 申し込み：佐藤守（024-593-0188）へ電話またはメール(全員返信モード）にてお願いします。 
（電話申込は午後 7時～9時でお願いします） 

第第 114422 回回自自然然観観察察会会案案内内：：小小野野川川不不動動滝滝周周辺辺・・秋秋のの植植物物観観察察とと芋芋煮煮会会  

日時：2015 年 10 月 4 日（日）7：30～16：30（開催日が 9/27 から変更になりました） 
集合場所 四季の里正面入り口駐車場（あづま公園橋側） 7：30 参加定員 20 名 
内容 小野川湖に流れ込む小野川に沿って整備された遊歩道を辿り、小野川不動滝を訪れます。滝の上流
で芋煮会を開きます。 
準備するもの 昼食、登山靴・長靴等、雨具、スパッツ類、防寒具、帽子、手袋（軍手複数）、着替、ゴミ袋、筆
記用具、メモ帳、食器 
＊装備、その他不明な点があれば申し込み時にご相談下さい。参加費用：保険代（500 円） 
申し込み：10月 3日(土)まで佐藤守（024-593-0188）へ電話またはメールにてお願いします（電話申込は午後
7時～9時でお願いします）。 

第第 3366 回回東東北北自自然然保保護護のの集集いい・・福福島島集集会会  

1.日 時 : 2015 年 11 月 14 日～ 15 日(土～ 日曜日) 
2.場 所 : 福島県郡山市大槻町字西勝の本 38‐ 1 「郡山温泉」 TEL 024-951-1231 
テーマ 「原発事故に伴う放射能汚染と再生可能エネルギー開発を考える」 
3.主 催 : 東北自然保護団体連絡会 。「第 36 回東北自然保護の集い」福島大会実行委員会 
4.参加費 : A 集いのみ参加 1,000 円 B 集い&懇親会 5,000 円 C宿泊込み 10,000 円 
5.申込期限：10 月 20 日（参加希望者は佐藤 守まで） 
「放射能汚染汚泥の仮置き場・設置計画(吾妻山)」の中止を求める署名依頼をいただいております。署名用紙
が必要な方は佐藤守までご連絡をお願いします。なお、142 回観察会時に署名用紙を準備いたします。 

「高山」高山の原生林を守る会会報  第９４号  ２０１５年９月発行   
編集・発行 ： 高山の原生林を守る会 HP：http://www15.plala.or.jp/adumatakayama/index.htm 
代表連絡先 ： 佐藤 守  Phone  ０２４－５９３－０１８８（夜間７時～９時）  
郵便振替 ： ０２１７０－０－２４３５１  「高山の原生林を守る会」  
入会方法 ： 年会費（５００円）を添えて上記まで                                     
編  集 ：佐藤・奥田・鈴木 

新年度の会費納入をお願いします：郵便振替０２１７０－０－２４３５１「高山の原生林を守る会」へ

第第 114433 回回自自然然観観察察会会案案内内：：女女神神山山・・里里山山のの陽陽だだままりり観観察察会会とと総総会会  

日時：2015 年 11 月 29 日（日）7：30～16：30 
集合場所 小鳥の森第一駐車場 7：30 参加定員 20 名 
内容 16 年ぶりに女神山を散策します。16 年前は女神山で町おこしが盛んでした。その後の女神山の自然の
変化を観察します。午後は総会です。 
準備するもの 昼食、登山靴・長靴等、雨具、スパッツ類、防寒具、帽子、手袋（軍手複数）、着替、ゴミ袋、筆
記用具、メモ帳 
＊装備、その他不明な点があれば申し込み時にご相談下さい。参加費用：保険代（500 円） 
申し込み：7 月 11 日(土)まで佐藤守（024-593-0188）へ電話またはメールにてお願いします（電話申込は午後
7時～9時でお願いします）。 


